
　
十
月
六
日
、
和
歌
山
県
新
宮
市
で
第
四
回
大

逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
た
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
は
二
〇
一
一
年
十
月
、
本
市
で

幸
徳
秋
水
刑
死
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
開
い
た
の
が
最
初
で
、
以
降
、
第
二
回
二
〇

一
四
年
十
月
、
福
岡
県
豊
津
（
み
や
こ
町
）、
第

三
回
二
〇
一
六
年
十
月
、
大
阪
市
で
開
催
。

　
今
回
は
、
今
年
一
月
、
熊
野
地
方
の
大
逆
事

件
犠
牲
者
六
人
の
一
人
、
医
師
の
大
石
誠
之
助

が
新
宮
市
名
誉
市
民
に
選
ば
れ
た
と
い
う
、
ベ

ス
ト
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
地
元
も
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
会
場
の
市
立

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
二
五
〇
人
と
い
う
大
入
り
。

当
顕
彰
会
会
員
も
高
知
県
か
ら
の
七
名
を
含
め

全
国
か
ら
多
数
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
山
泉
進
明
治
大
学
名
誉
教
授
（
大
逆

事
件
の
真
実
を
あ
き
ら
か
に
す
る
会
事
務
局
長
）

が
あ
い
さ
つ
。
こ
の
二
年
の
間
に
、
安
倍
政
権

に
よ
っ
て
共
謀
罪
法
が
強
行
施
行
さ
れ
た
。
大

逆
事
件
は
ま
さ
に
共
謀
罪
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
。
人
権
弾
圧
の
な
い
社
会
を
め
ざ
す
こ

と
が
サ
ミ
ッ
ト
の
目
的
で
あ
り
、
こ
の
運
動
の

輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
、
と
。

　
続
い
て
、
地
元
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
「
わ
が

ら
ー
ず
」
に
よ
る
歌
「
風
の
記
憶―

大
逆
事
件

犠
牲
者
の
顕
彰
に
向
け
て―

」
が
披
露
さ
れ
た
。

“

あ
な
た
の
求
め
た
自
由
の
風
は
、
い
ま
こ
の

国
に
吹
い
て
い
ま
す
か”

　
基
調
講
演
は
、
伊
藤
和
則
・
国
際
啄
木
学
会

理
事
に
よ
る
「
石
川
啄
木
と
大
逆
事
件
」。

　
啄
木
は
東
京
朝
日
新
聞
社
校
正
係
の
時
、
事

件
に
異
常
な
ほ
ど
の
関
心
を
も
ち
、
短
歌
の
同

人
平
出
修
弁
護
士
を
通
し
て
事
件
の
本
質
に

迫
っ
て
い
く
。
事
件
関
連
の
詩
歌
、
評
論
等
も

多
く
書
き
残
し
た
。
死
ぬ
一
年
半
は
事
件
に
没

入
し
た
。

　
地
元
報
告
は
、
上
田
勝
之
新
宮
市
会
議
員
と

辻
本
雄
一
佐
藤
春
夫
記
念
館
長
か
ら
大
石
誠
之

助
名
誉
市
民
実
現
に
い
た
る
経
過
に
つ
い
て
。

　
大
逆
事
件
百
年
の
二
〇
一
〇
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
名
誉
市
民
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
が
、

「
請
願
」
が
市
議
会
の
賛
成
を
得
る
に
至
ら
ず
、

い
っ
た
ん
頓
挫
し
た
。

　
し
か
し
、
地
道
な
運
動
を
継
続
し
た
結
果
、

二
〇
一
七
年
十
二
月
議
会
で
条
例
改
正
に
よ
る

「
議
員
提
案
」
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
年
一

月
二
十
四
日
大
石
刑
死
の
日
に
遺
族
（
甥
西
村

伊
作
の
孫
立
花
利
根
氏
）
に
名
誉
市
民
証
が
授

与
さ
れ
た
。

　
次
に
、
全
国
七
団
体
か
ら
活
動
報
告
。
当
顕

彰
会
は
宮
本
博
行
会
長
が
お
こ
な
っ
た
。

　
最
後
に
大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
会
議
と
し

て
　「
新
宮
宣
言
」
を
採
択
。
閉
会
挨
拶
は
地
元

二
幸
通
夫
・「
大
逆
事
件
」
の
犠
牲
者
を
顕
彰
す

る
会
会
長
。
二
次
会
交
流
会
も
同
会
場
で
。

　
翌
日
、
熊
野
地
方
犠
牲
者
六
人
顕
彰
碑
「
志

を
継
ぐ
」
の
隣
に
新
た
に
大
石
名
誉
市
民
実
現

と
今
回
サ
ミ
ッ
ト
を
記
念
す
る
木
柱
「
自
由
・

平
等
・
博
愛
」
を
建
立
・
除
幕
。

　
あ
と
希
望
者
は
、
地
元
の
案
内
を
受
け
て
、

市
営
南
谷
墓
地
に
あ
る
三
名
の
墓
（
大
石
、
高

木
顕
明
、
峯
尾
節
堂
）
を
弔
い
、
さ
ら
に
佐
藤

春
夫
記
念
館
で
開
催
中
の
大
石
名
誉
市
民
記
念

展
示
や
、
今
年
市
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
熊
野
・

新
宮
　
大
逆
事
件
資
料
室
」
の
見
学
を
し
た
。

　
次
回
（
第
五
回
）
サ
ミ
ッ
ト
は
二
年
後
を
目

途
に
神
戸
で
開
く
こ
と
に
な
り
そ
う
。
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安
岡
良
亮
・
雄
吉

　
　
未
公
開
資
料
展
示
中

　
安
岡
良
亮
は
中
村
の
勤
王
志
士
で
秋
水
の
親

戚
（
母
多
治
の
従
兄
）。

　
維
新
東
征
に
参
加
後
、
新
政
府
に
登
用
さ
れ

た
が
、明
治
九
年
、初
代
熊
本
県
令
（
知
事
）
の
時
、

不
平
士
族
の
神
風
連
の
乱
で
斬
ら
れ
殉
職
。

　
の
ち
に
秋
水
が
「
自
分
の
親
戚
の
出
世
頭
は

安
岡
伯
父
で
あ
っ
た
」
と
嘆
い
た
よ
う
に
、
良

亮
の
死
は
一
族
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。（
前

号
「
中
村
町
人
文
化
と
幸
徳
秋
水
」
参
照
）

　
雄
吉
は
良
亮
長
男
で
の
ち
代
議
士
に
。
弟
に

秋
水
幼
な
じ
み
の
秀
夫
（
時
事
新
報
主
筆
）
が

い
る
。

　
こ
の
ほ
ど
横
浜
市
在
住
の
安
岡
家
子
孫
（
雄

吉
ひ
孫
）
か
ら
当
顕
彰
会
に
良
亮
、
雄
吉
の
任

官
辞
令
書
、
大
隈
重
信
、
尾
﨑
咢
堂
か
ら
の
書

簡
等
、
こ
れ
ま
で
未
公
開
の
資
料
三
十
点
が
預

け
ら
れ
、
四
万
十
市
に
寄
託
手
続
き
中
。

　
こ
の
う
ち
三
点
を
、
現
在
市
立
中
央
公
民
館

で
開
催
中
の
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
し
ま
ん
と

特
別
企
画
展
（
二
〇
一
九
年
一
月
三
十
一
日
ま

で
）
に
展
示
し
て
い
る
。

　
ぜ
ひ
、
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　

大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト
 
新
宮

in

サミット会場

自由・平等・博愛の木柱建立

安
岡
良
亮
熊
本
殉
職
弔
慰
金
下
賜

木柱前で全員撮影







　　
井
上
若
水
（
ワ
カ
ミ
）
は
南
方
ブ
ウ
ゲ
ン
ビ

ル
島
で
敗
戦
の
日
を
迎
え
た
。

　
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
で
歯
科
医
を
し
て
い
た
時
、

衛
生
兵
と
し
て
出
征
。
飢
え
と
病
気
の
地
獄
の

島
で
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
延
び
た
。

　
京
城
に
残
し
て
い
た
妻
フ
ジ
は
娘
京
子
を
連

れ
て
実
家
の
あ
る
福
岡
県
直
方
市
に
引
き
揚
げ
。

若
水
も
遅
れ
て
合
流
、
無
事
を
喜
び
合
っ
た
。

　
若
水
は
高
知
県
幡
多
郡
佐
賀
で
明
治
四
十
一

年
、
父
廣
之
助
、
母
小
竹
の
八
人
の
子
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
井
上
家
は
港
町
佐
賀
で
旅
館
を
兼
ね
た
商
売

を
し
て
い
た
。
同
じ
佐
賀
の
三
宅
家
か
ら
養
子

と
し
て
入
っ
た
祖
父
魯
吉
は
仕
事
熱
心
で
繁
華

な
家
で
あ
っ
た
。

　
魯
吉
が
廣
之
助
の
嫁
に
三
宅
か
ら
も
ら
っ
た

の
が
三
宅
助
太
郎
、
喜
代
の
二
女
小
竹
で
あ
る
。

細
面
の
か
わ
い
い
娘
で
あ
っ
た
。

　
小
竹
に
は
姉
小
八
重
が
お
り
、
山
崎
半
次
郎

と
一
緒
に
な
っ
て
い
た
。

　
半
次
郎
は
下
田
の
豪
商
平
田
屋
の
生
ま
れ

だ
っ
た
が
、
家
を
飛
び
出
し
、
佐
賀
に
来
て
い
た
。

　
下
田
は
四
万
十
川
河
口
か
ら
流
域
の
木
材
、

木
炭
等
を
京
阪
神
な
ど
に
積
み
出
す
港
町
と
し

て
栄
え
て
い
た
。

　
嘉
永
四
年
の
記
録
で
は
、
下
田
に
は
藩
の
用

に
命
ぜ
ら
れ
た
船
（
御
用
船
）
が
十
四
艘
あ
り
、

土
佐
の
港
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
（
二
位
野
根

十
一
、
三
位
下
ノ
茅
八―

「
中
村
市
史
」）。

　
平
田
屋
は
下
田
で
一
番
の
廻
船
問
屋
で
、
幕

府
測
量
隊
伊
能
忠
敬
も
泊
め
た
。

　
山
崎
半
次
郎
の
父
弁
次
郎
は
分
家
で
、
平
田

屋
十
一
代
介
三
郎
の
弟
で
あ
っ
た
。
平
田
屋
は

中
村
の
商
人
と
の
取
引
が
多
か
っ
た
。
そ
の
一

つ
が
薬
種
問
屋
の
俵
屋
（
幸
徳
）
で
あ
っ
た
。

　
俵
屋
は
古
く
か
ら
の
中
村
商
人
で
あ
っ
た
が
、

江
戸
享
保
年
間
、
商
売
つ
な
が
り
で
堺
か
ら
迎

え
た
幸
徳
篤
胤
（
初
代
俵
屋
嘉
平
次
）
に
暖
簾

を
預
け
た
。

　
幸
徳
三
代
目
篤
親
の
弟(

分
家)

に
篤
昌（
俵

屋
藤
兵
衛
）
が
い
た
。

　
山
崎
弁
次
郎
は
商
売
の
縁
で
篤
昌
の
娘
よ
し

を
嫁
に
迎
え
た
。
弁
治
郎
、
よ
し
の
間
に
生
ま

れ
た
三
男
が
佐
賀
に
飛
び
出
し
た
半
次
郎
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
中
村
の
幸
徳
家
と
佐
賀
の

三
宅
家
、
井
上
家
が
親
戚
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
幸
徳
篤
親
の
次
男
が
篤
明
（
四
代
）、

そ
の
次
男
が
伝
次
郎
（
五
代
）。
伝
次
郎
は
の
ち

に
秋
水
の
号
を
も
つ
。

　
よ
し
と
篤
明
は
い
と
こ
、
山
崎
半
次
郎
と
伝

次
郎
は
ま
た
い
と
こ
に
な
る
。

　
さ
ら
に
秋
水
の
姉
の
寅
（
牧
子
）
は
同
じ
中

村
の
商
人
谷
川
恒
雄
に
嫁
い
で
い
た
が
、
子
は

娘
武
雄
（
た
け
を
）
一
人
で
、
婿
養
子
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
選
ば
れ
た
の
が
佐
賀
の
三

宅
で
、
小
竹
の
弟
（
三
男
）
仲
次
郎
で
あ
る
。

　
三
宅
仲
次
郎
は
大
正
七
年
、
武
雄
と
結
婚
し

谷
川
仲
次
郎
に
な
っ
た
。
す
ぐ
に
娘
君
代
が
生

ま
れ
た
。
し
か
し
、
夫
婦
仲
が
う
ま
く
い
か
ず
、

翌
年
離
婚
。
仲
次
郎
は
佐
賀
に
戻
っ
た
。
　

　
話
を
も
と
に
戻
す
。

　
歯
科
医
井
上
若
水
の
父
廣
之
助
は
佐
賀
の
家

を
継
い
だ
が
、
人
は
い
い
が
、
商
売
向
き
で
は

な
か
っ
た
。
家
業
は
次
第
に
行
き
詰
る
。
つ
い

に
昭
和
九
年
頃
、
一
家
を
挙
げ
神
戸
に
出
た
。

出
奔
同
然
で
あ
っ
た
。
若
水
二
十
五
歳
の
頃
で

あ
る
。

　
一
家
は
神
戸
で
い
ろ
ん
な
仕
事
に
つ
き
支
え

あ
っ
た
。
若
水
は
歯
科
院
で
働
い
た
。
学
校
に

は
行
か
ず
、
独
学
で
技
術
を
身
に
着
け
た
。
さ

ら
に
京
城
に
渡
り
、
修
行
を
重
ね
、
歯
科
医
の

資
格
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
や
っ
と
独
立
と
い

う
と
こ
ろ
で
衛
生
兵
と
し
て
陸
軍
に
と
ら
れ
た
。

　
復
員
後
は
、
直
方
の
隣
糸
田
町
（
田
川
郡
）

で
歯
科
院
を
開
業
し
た
。

　
母
小
竹
は
昭
和
十
六
年
、
妹
小
春
も
十
九
年
、

神
戸
で
没
。
父
廣
之
助
や
弟
、
妹
た
ち
は
田
川

に
迎
え
た
が
、
父
も
二
十
二
年
喉
頭
が
ん
で
亡

く
し
た
。

　
悲
し
み
の
中
に
あ
っ
た
若
水
に
、
翌
二
十
三

年
、待
望
の
長
男
が
生
ま
れ
た
。
名
を
陽
水（
ア

キ
ミ
）
と
つ
け
た
。

　
若
水
と
陽
水
。
秋
水
と
似
た
名
で
あ
る
。
秋

水
も
「
ア
キ
ミ
」
と
読
め
る
。

　
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
陽
水
の
名
前
は
、
秋
水

を
慕
っ
て
い
た
祖
父
の
気
持
ち
を
く
ん
だ
若
水

が
つ
け
た
も
の
、
祖
父
は
秋
水
が
死
刑
に
な
っ

た
の
で
土
佐
が
い
や
に
な
り
外
へ
出
た
、
と
い

う
よ
う
な
話
が
結
構
流
布
し
て
い
る
（
歌
手
武

田
鉄
矢
な
ど
）。

　
し
か
し
、
廣
之
助
は
秋
水
の
影
響
を
受
け
る

よ
う
な
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
よ
う
に
は
思
え
な
い

し
、
何
よ
り
神
戸
へ
出
た
の
は
家
業
破
綻
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
昭
和
九
年
頃
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
秋
水
刑
死
（
明
治
四
十
四
年
）

か
ら
ず
っ
と
後
で
あ
る
。

　
若
水
は
息
子
の
名
に
同
じ
水
を
つ
け
た
。
で

は
な
ぜ
、
祖
父
廣
之
助
は
父
に
珍
し
い
若
水
と

名
付
け
た
の
か
。

　
実
は
、
若
水
の
名
付
け
親
は
別
に
い
た
。
廣

之
助
姉
竹
野
の
夫
千
谷
林
三
郎
で
あ
る
。
林
三

郎
は
明
治
十
一
年
、
幡
多
郡
入
野
村
生
ま
れ
で
、

当
時
地
方
法
務
局
登
記
官
で
あ
っ
た
。

　
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
内
村
鑑
三
の
本

を
愛
読
し
て
い
た
。

　
若
水
が
生
ま
れ
た
明
治
四
十
一
年
二
月
と
い

え
ば
、
秋
水
が
中
村
に
最
後
の
帰
郷
を
し
て
い

た
時
期
に
重
な
る
。

　
当
時
三
十
歳
の
真
面
目
な
林
三
郎
は
秋
水
か

ら
刺
激
を
受
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
秋
水
は

入
野
で
講
演
を
し
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
聞
い

た
か
も
。
し
か
し
、
裏
付
け
る
も
の
は
な
い
。

　
陽
水
は
父
を
継
ぐ
べ
く
歯
科
大
を
め
ざ
し
た

が
、
失
敗
。
親
の
期
待
を
裏
切
り
、
好
き
な
音

楽
の
道
に
進
ん
だ
。

　
最
初
、
ア
ン
ド
レ
・
カ
ン
ド
レ
の
名
で
デ

ビ
ュ
ー
し
た
が
、
さ
っ
ぱ
り
。

　
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
本
名
の
井
上
陽
水
（
ヨ

ウ
ス
イ
と
呼
ば
せ
た
）
の
名
で
再
デ
ビ
ュ
ー
。

曲
は
「
人
生
が
二
度
あ
れ
ば
」
で
あ
っ
た
。

　
父
は
今
年
二
月
で
六
十
五

　
顔
の
シ
ワ
は
増
え
て
ゆ
く
ば
か
り

　　
若
水
は
若
く
し
て
佐
賀
を
離
れ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
く
や
し
さ
が
あ
り
、
い
つ
か
故
郷
に
錦

を
飾
り
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
い
た
。

　
同
年
、
佐
賀
に
は
歯
科
院
が
な
か
っ
た
の
で
、

当
時
の
町
長
か
ら
強
い
要
請
を
受
け
、
念
願
の

里
帰
り
を
果
た
し
、
開
院
準
備
中
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
六
月
、
突
然
倒
れ
た
。
享
年
六
十
五
。

陽
水
の
歌
は
父
の
鎮
魂
歌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

若
水
は
佐
賀
の
荒
神
山
、
井
上
家
塁
代
墓
の
廣

之
助
夫
婦
の
隣
に
葬
ら
れ
た
。

　
父
の
思
い
が
わ
か
っ
て
い
る
の
か
陽
水
は
た

び
た
び
墓
参
り
に
帰
っ
て
来
て
い
る
。
里
帰
り

コ
ン
サ
ー
ト
を
ノ
ー
ギ
ャ
ラ
で
開
い
た
こ
と
も
。

　
佐
賀
の
親
戚
が
若
い
陽
水
を
秋
水
墓
に
連
れ

て
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
証
言
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
陽
水
は
秋
水
に
つ
い
て
は
語
ら
な

い
。
名
前
の
由
来
も
含
め
、心
の
内
を
覗
き
た
い
。

田
　
　
中
　
　
　
全

陽
水
と
秋
水
|
そ
の
系
譜
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井上廣之助、若水墓


